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186平成 30 年 5 月 1 日 No.

5月13日（日）議会町民懇談会を開催します
場所　ひのでグリーンプラザ
時間　午後１時より

皆様のご来場
をお待ちして

おります

平成30年度　平井中学校入学式

日の出町「ひのでちゃん」

・議案審議PICK UP… ……………………………………………………………… 2P
・東京都受動喫煙防止条例化に関する意見書… ………………………………… 5P
・平成30年度予算案を審査　予算決算常任委員会の要旨……………………… 7P
・　　　　　　「町政を問う」　8人の議員… ………………………………… 10P一 般 質 問

平成 30 年　第 1 回定例会



2平成    年    月    日発行30 5 1

今号では、４つの議案を

Pick up

3 月定例会議案

町長提出議案　２４件
議員提出議案　　２件

計　２６件

◆
3
月
定
例
会　

議
案
審
議
◆

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

3
月
定
例
会　

２
月
28
日
～
３
月
14
日
ま
で
の
15
日
間

（
議
案
第
13
号
）　
平
成
29
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

（
議
案
第
14
号
）　
平
成
29
年
度
日
の
出
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
議
案
第
15
号
）　
平
成
29
年
度
日
の
出
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
議
案
第
16
号
）　
平
成
29
年
度
日
の
出
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
議
案
第
17
号
）　
平
成
29
年
度
日
の
出
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
一
般
会
計
）

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
０
０
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
　

�

決
算
見
込
額
の
精
査
に
伴
う
町
税
の
各
費
目
の
増
減
、
市
町
村
総
合
交
付
金

の
増
額
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
の

ほ
か
、
各
種
事
業
の
決
算
見
込
み
に
伴
う
増
減
額
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�

公
定
価
格
の
改
定
に
伴
う
保
育
所
運
営
費
の
増
額
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加

に
伴
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
、
療
養
給
付
経
費
が
減
少
し
た
こ
と

に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

の
増
額
が
主
な
と
こ
ろ
で
す
。

（
特
別
会
計
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
４
１
２
４
万
４
０
０
０

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
　

�
国
庫
負
担
金
を
３
８
６
１
万
６
０
０
０
円
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
を

３
１
０
３
万
円
、
他
会
計
繰
入
金
を
４
０
０
８
万
５
０
０
０
円
そ
れ
ぞ
れ

減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�

療
養
諸
費
を
６
４
６
５
万
５
０
０
０
円
、
共
同
事
業
拠
出
金
を
６
３
６
２�

万
５
０
０
０
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
で
す
。

Pick up

1
平
成
29
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
補
正
内
容

歳
入

歳
入

歳
出

歳
出

日の出町「ひのでちゃん」
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（
議
案
第
６
号
）　

日
の
出
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
区
市
町
村
に
加
え
、
都
道
府
県
（
東
京
都
）

も
国
民
健
康
保
険
制
度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
図
る
た
め
、
日
の
出
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
次
の
と
お

り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
10
号
）　
日
の
出
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
第
１
１
６
条
の
2
の
規
定
に
よ
り
住
所
地
特
例
の
適
用
を
受

け
、
従
前
の
住
所
地
の
市
町
村
の
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い
る
者
が
、
75
歳
到
達
等

に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た
場
合
に
は
特
例
を
引
き
継
ぎ
、
従
前
の
住

所
地
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
と
す
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
11
号
）　

日
の
出
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
5
段
階
の
保
険
料
に
あ
っ
て
は
、
年
額
６
万
２
４
０
０
円
を
年
額
６
万 

６
０
０
０
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Pick up

2
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
及
び

税
率
の
改
定
に
つ
い
て

Pick up

3
後
期
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
に
つ
い
て

Pick up

4
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

保
険
料
額
等
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
に
つ
い
て

主
な
改
定
内
容

主
な
改
定
内
容

主
な
改
定
内
容

内訳 平成29年度 平成30年度 差

基礎（医療）
賦課分

所得割 4.92% 5.04% ＋0.12

均等割 26,000円 28,200円 ＋2,200円

後期高齢者
支援金等
賦課分

所得割 1.48% 1.52% ＋0.04

均等割 9,300円 10,000円 ＋700円

介護納付金
賦課分

所得割 1.33% 1.38% ＋0.05

均等割 11,000円 11,300円 ＋300円

議案審議の様子
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番号 議　　案　　名 明 自 公 共 新 結　果

１ 日の出町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

２ 日の出町工場立地法地域準則条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

３ 日の出町個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

４ 日の出町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

５ 日の出町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

６ 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ 可決

７ 日の出町国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

８ 日の出町児童育成手当条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

９
日の出町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ 可決

10 日の出町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11 日の出町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12

日の出町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ 可決

13 平成 29年度日の出町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14 平成 29年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15 平成 29年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16 平成 29年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17 平成 29年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18 平成 30年度日の出町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19 平成 30年度日の出町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決

20 平成 30年度日の出町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 平成 30年度日の出町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決

22 平成 30 年度日の出町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24 日の出町出産助成金支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞
議 案 と 結 果

番号 議　　案　　名 明 自 公 共 新 結　果

１ 日の出町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

２ 東京都受動喫煙防止条例化に関する意見書 × ○ ○ × ○ 可決

＜議員提出議案　＞
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意　　見　　書

東京都は、平成 30 年第 1回定例都議会において、「東京都受動喫煙防止に関する条例」
を制定するとしている。
昨年９月に公表した「東京都受動喫煙防止条例（仮称）の基本的な考え方」では、施設

ごとの規制範囲や罰則付きの条例を目指すこと等が示された。
受動喫煙防止対策は、都民の健康増進の観点はもとより、2020 年東京オリンピック・パ

ラリンピック大会のホストシティの責務としてその対策を一層推進していくべきものであ
る。
一方で、その対策は、様々な分野の経済活動や都民の暮らしに広く影響を及ぼすとともに、

関係事業者の理解と協力があって、はじめて実効性が担保され、効果的な対策となるもので
ある。
加えて、現在、国政において法制化の議論が行われており、規制基準のあり方等を含め、様々

な観点から慎重な議論が取り交わされている最中である。
よって、日の出町議会は、都が受動喫煙対策条例を制定するにあたっては、一律的、強制
的なものではなく、東京の実態に即した、多くの都民の理解と共感を得られる受動喫煙防止
条例となるよう、下記事項を要望するものである。

記

1.　東京都は、各市町村と十分協議すること。
2.　�都が実施してきた、分煙補助事業、店頭表示等との整合性や、それらの諸対策を着
実に実行してきた各種業界や都民等の意見も十分踏まえて慎重な検討を行うこと。

3.　�東京都受動喫煙防止条例（案）については、国の動向を踏まえたうえで慎重に検討を
行うこと。

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成30年 3月14日
東京都西多摩郡日の出町議会

東京都受動喫煙防止条例化に関する意見書

＜各会派の名称と所属議員＞

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
明 政 会 明 ★田村 みさ子 ・ 濵中 映慈 ・ 清水 浩 ・ 萩原 隆旦 4 人
自民蒼政クラブ 自 ★小玉 正義 ・ 星野 茂 ・ 東 亨 ・ 平野 隆史 ４人
公 明 党 公 ★嘉倉 治 ・ 縄井 貴代子 ２人
町 民 党 町 ★村木 満 ・ 青鹿 和男 ２人
日 本 共 産 党 共 ★折田 眞知子 １人
一 新 の 会 新 ★加藤 光德 １人

＜会派の紹介・異動＞（4 月 13 日付で新しい会派及び所属議員の異動がありました）

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
明政会・町民党

（※「明政会」へ変更） 明 ★田村 みさ子 ・ 濵中 映慈 ・ 清水 浩 ・ 萩原 隆旦 4 人

町 民 党 町 ★村木 満 ・ 青鹿 和男 2 人
（新人の萩原隆旦議員は 4月 13日付で、明政会に入会）
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              平成 30 年度

「躍進　ひので！ニュー ５大作戦」 の主な施策
89 億 8000 万円を計上　対前年度比　5000 万円（0.6％）の増

会　　　計　　　名 平成 30 年度当初予算額 平成 29 年度当初予算額 増 減 率

一　　　 般　　　 会　　　 計 89 億 8000 万円 89 億 3000 万円 +0.6%

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 19 億 2500 万円 24 億 3900 万円 –21.1%

下 水 道 事 業 9 億 2900 万円 9 億 3300 万円 –0.4%

介 護 保 険 14 億 6000 万円 13 億 7100 万円 +6.5%

後 期 高 齢 者 医 療 4 億 5600 万円 4 億 1000 万円 +11.2%

計 47 億 7000 万円 51 億 5300 万円 –7.4%

合　　　　　　計 137 億 5000 万円 140 億 8300 万円 –2.4%

一 般 会 計 予 算

3 0年度各会計

町 　 　 　 税 25 億 8078 万円

地 方 消 費 税 
交 付 金 3 億 2550 万円

地 方 交 付 税 8 億 8534 万円

国 庫 支 出 金 7 億 2942 万円

都 支 出 金 19 億 5983 万円

財 産 収 入 7991 万円

繰 　 入 　 金 4 億 1872 万円

諸 　 収 　 入 10 億 5691 万円

町 　 　 　 債 5 億 1838 万円

そ の 他 8 億 3058 万円

　新規事業
病 児 ・ 病 後 児 保 育 事 業 負 担 金 230 万円

河 川 映 像 監 視 シ ス テ ム の 設 置、 運 用 187 万円

都 市 公 園 へ の 防 犯 カ メ ラ 設 置、 運 用 362 万円

　継続事業
が ん 医 療 費 助 成 事 業 2500 万円

高 齢 者 医 療 費 助 成 事 業 1 億　370 万円

こ ど も 医 療 費 助 成 7341 万円

次 世 代 育 成 ク ー ポ ン 事 業 3 億　389 万円

学 校 ・ 学 習 支 援 員 の 配 置 1477 万円

防 災 行 政 無 線 関 係 5511 万円

町 営 住 宅 建 設 事 業 1 億 1154 万円

林 道 開 設 事 業 2556 万円

歳入の主なもの 歳出の主なもの

一般会計 予算額の推移
（億円）

（年度）

今年の予算は
こうなるよ
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Ｑ　

税
収
の
確
保
に
つ
い
て

 

Ａ　

人
口
減
少
や
法
人
町
民
税
の
税

率
減
に
よ
る
影
響
も
予
想
さ
れ
、

町
の
独
自
財
源
の
減
少
は
見
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
も
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
税
の
徴
収
に
力
を
入
れ

て
、
収
納
率
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

 

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

Ａ　

経
常
一
般
財
源
の
減
少
と
経
常

経
費
の
上
昇
に
よ
り
、前
年
度
対
比

6
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
１
２
０
・�

5
％
と
な
っ
た
。
循
環
組
合
か
ら

の
地
域
振
興
費
を
加
算
し
た
場
合

は
99
・
3
％
と
な
る
予
定
。

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
に
お
け
る
扶
助

費
の
影
響
は

Ａ　

10
年
前
よ
り
扶
助
費
は
2
倍
強

と
な
っ
た
が
、
国
が
推
進
す
る
少

子
高
齢
化
対
策
の
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
。
今
後
は
国
や
都
か
ら
の

補
助
負
担
金
制
度
等
の
創
設
を
期

待
し
た
い
。

Ｑ　

庁
舎
修
繕
計
画
作
成
委
託
料
に

つ
い
て

Ａ　

30
年
が
経
過
し
、
設
備
の
ほ
と

ん
ど
が
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い

る
。
建
築
業
者
と
確
認
し
て
、
今

後
の
改
修
計
画
を
作
っ
て
い
く
。

Ｑ　

自
治
会
運
営
経
費
に
つ
い
て

Ａ　

各
自
治
会
へ
購
入
希
望
調
査
を

行
っ
た
結
果
に
基
づ
き
、
掲
示
板

を
購
入
し
て
い
く
予
定
。

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い

て
Ａ　

40
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
で
ロ
ビ
ー

に
設
置
予
定
。
会
議
情
報
や
町
の

観
光
地
情
報
、
名
産
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

自
殺
対
策
計
画
策
定
委
託
料
の

概
要
に
つ
い
て

Ａ　

法
律
改
正
に
よ
り
都
道
府
県
及

び
市
町
村
は
自
殺
対
策
計
画
の
策

定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
東
京
都

の
計
画
原
案
を
参
考
に
、
町
の
地

域
特
性
に
あ
っ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
く
。

３
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

歳
入
歳
出
に
対
し
て
１
４
２
項
目
に
わ
た
る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

３
月
14
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、
質
疑
を
受

け
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
は
全
会
一
致
、
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
全
て
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

  

主
な

　
　
　
質
疑

Q & A

一
般
会
計

平成 30 年度当初予算を集中審議

庁舎

自治会の掲示板
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平成 30 年度当初予算を集中審議
Ｑ　

温
泉
宅
配
便
委
託
料
、
宅
配
車

購
入
費
な
ど
宅
配
事
業
の
状
況
に

つ
い
て

Ａ　

温
泉
宅
配
は
通
常
約
25
軒
と
３

施
設
に
温
泉
を
配
達
。
利
用
者
は

こ
こ
数
年
微
増
。
車
両
が
老
朽
化

し
修
理
費
が
か
さ
む
た
め
一
台
を

購
入
。

Ｑ　

認
定
こ
ど
も
園
助
成
、
保
育
士

確
保
対
策
事
業
補
助
金
の
内
容
に

つ
い
て

Ａ　

多
摩
川
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
し
、
日
の
出
町
か
ら
29

人
の
通
園
分
が
増
額
計
上
。
保
育

士
確
保
対
策
は
29
年
度
か
ら
都
の

補
助
金
を
利
用
。

Ｑ　

次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン
に
お
け

る
地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
検
討

に
つ
い
て

Ａ　

子
育
て
支
援
と
町
内
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
。
Ｊ
Ａ

秋
川
の
口
座
頂
け
入
れ
が
多
い
こ

と
は
課
題
で
、
頂
け
入
れ
金
額
は

ク
ー
ポ
ン
利
用
実
績
で
26
年
度
か

ら
３
年
間
で
６
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
。

Ｑ　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

等
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

Ａ　

29
年
度
に
行
っ
た
基
礎
調
査
に

お
い
て
、
上
空
か
ら
の
写
真
に
よ

る
農
地
の
現
況
を
把
握
し
、
今
後

の
農
用
地
の
利
用
も
含
め
た
、
現

在
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書

を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

全
国
ネ
ッ
ト
で
鹿
野
（
ろ
く
や
）

大
仏
が
放
映
さ
れ
、
観
光
振
興
の

た
め
に
も
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ　

大
仏
が
観
光
資
源
に
な
る
こ
と

は
期
待
す
る
と
こ
ろ
。
お
寺
と
の

調
整
が
で
き
れ
ば
、
町
観
光
の
一

つ
と
し
て
取
り
扱
い
た
い
。　

Ｑ　

消
防
団
員
定
数
を
満
た
す
為
、

女
性
消
防
隊
員
の
団
へ
の
編
入
に

つ
い
て　

Ａ　

消
防
団
及
び
女
性
消
防
隊
で
協

議
し
な
が
ら
、
団
員
の
減
少
と
い

う
点
か
ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

本
宿
小
学
校
の
改
修
計
画
に
つ

い
て

Ａ　

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

施
設
の
色
や
足
り
な
い
も
の
な
ど

答
え
て
い
た
だ
き
、
明
る
い
校
舎
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
ロ
ッ
カ
ー
の
改

善
、
壁
、
天
井
床
な
ど
木
材
の
使

用
な
ど
研
究
し
、
実
施
設
計
に
反

映
し
て
い
く
。

Ｑ　

要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助

費
に
つ
い
て

Ａ　

生
活
保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下

の
方
々
へ
の
援
助
で
あ
り
、
小
学

生
88
人
、
中
学
生
43
人
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
要
綱
等
見
直
し
を

行
う
。
平
成
31
年
度
入
学
す
る
児

童
５
人
に
４
万
６
０
０
円
と
生
徒

15
人
に
４
万
７
４
０
０
円
を
想
定

し
、
学
用
品
費
を
計
上
し
て
い
る
。

つるつる温泉

鹿野（ろくや）大仏

改修計画が進む本宿小学校

賛  

成

賛
成
討
論
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
町
議
会
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

明
政
会
・
町
民
党　

田
村  

み
さ
子

一
般
会
計

予

算

討

論
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平成 30 年度当初予算を集中審議
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

一
般
会
計
繰
入
金

は
、
法
定
内
と
法
定
外

が
あ
る
が
、
金
額
は
そ

れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

Ａ　

繰
入
金
の
基
準
内
に

つ
い
て
は
、
2
億
５
８�

２
０
万
円
、
基
準
外
が

１
億
４
１
３
６
万
３�

０
０
０
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

介
護
予
防
給
付
費
事

業
は
、
平
成
30
年
度
に

地
域
支
援
事
業
に
完
全

移
行
す
る
た
め
、
利
用

が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
移
行
は
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
の

か
。

Ａ　

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
よ

り
は
増
え
る
の
で
、
完

全
移
行
は
で
き
る
形
で

把
握
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
費

の
平
成
28
年
度
の
実
績

は
。
ま
た
、
住
所
地
特

例
の
方
の
療
養
給
付
費

の
負
担
金
へ
の
影
響
額

は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　

年
間
の
費
用
額
、
医

療
費
の
合
計
で
、
17
億�

３
８
５
５
万
円
で
あ
る
。

　
　

住
所
地
特
例
は
27
年

度
実
績
で
は
、
大
ま
か

な
数
字
で
３
０
０
０
万

円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
に
関
し
て
、
町
で
は
、
32
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
7
期
の
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
第
6
期
ま
で
の
実
績
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
よ
り
把
握
し
た
高
齢
者
や
家
族
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
、

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

町
で
は
２
０
２
５
年
の
人
口
を
29
年
対
比
で
マ
イ
ナ
ス

２
４
８
人
、
高
齢
化
率
は
36
・
9
％
と
推
計
、
介
護
認
定

者
数
に
つ
い
て
も
１
４
８
０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
虚
弱
予
防
や
外
出
支
援
の
必
要
性
、
老
老
介
護
の
増

加
、
認
知
症
へ
の
不
安
や
介
護
者
支
援
な
ど
の
課
題
が
読

み
取
れ
ま
し
た
。
介
護
給
付
事
業
の
推
計
値
は
、
こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
で
算
出
さ
れ
た
給

付
費
見
込
み
額
か
ら
第
7
期
の
介
護
保
険
料
が
第
5
段
階

の
基
準
額
で
月
額
５
５
０
０
円
、
第
6
期
か
ら
３
０
０
円
の

増
額
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得
段
階
を
12
か
ら
13

へ
、
基
準
額
よ
り
上
の
段
階
で
は
保
険
料
率
の
変
更
も
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
低
所
得
者
層
へ
の
負
担
額
を
で
き
る
限
り
抑

え
る
為
、
よ
り
所
得
の
高
い
層
の
方
に
負
担
を
も
っ
て
い
く

そ
の
努
力
が
見
ら
れ
ま
す
。
更
に
保
険
料
の
補
填
と
し
て
昨

年
度
に
は
な
か
っ
た
介
護
給
付
費
準
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金

2
３
５
９
万
６
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
介
護

保
険
制
度
の
財
源
の
半
分
は
保
険
料
で
負
担
す
る
も
の
で
あ

り
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者
に
も
保
険
料

負
担
が
あ
る
中
で
、
高
齢
者
世
代
間
で
の
相
互
負
担
は
や
む

な
し
と
考
え
ま
す
。
29
年
度
か
ら
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
施
策
が
求
め
ら
れ
、
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
フ
レ
イ
ル
防
止
対
策
を
進
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
結
果
と
し
て
介
護
給
付
費
の
抑
制
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

賛  

成

明
政
会
・
町
民
党　

田
村
み
さ
子

第
７
期
の
介
護
保
険
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
訪
問
介
護
で
の
看
取
り
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
よ
る
退
院
支
援
を
評
価
化
す
る
等
、
医

療
か
ら
介
護
へ
、
病
院
か
ら
在
宅
へ
の
流
れ
を
一

層
強
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
保
険
か
ら
の
卒
業

を
め
ざ
し
、
自
立
支
援
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

一
定
期
間
内
に
利
用
者
の
食
事
・
入
浴
・
歩
行
な

ど
の
改
善
度
合
い
に
よ
り
成
功
報
酬
が
加
算
さ
れ

る
仕
組
み
で
す
。
本
人
の
意
思
を
無
視
し
た
、
自

立
の
押
し
付
け
で
な
く
、
家
族
介
護
の
負
担
軽
減

な
ど
含
め
た
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

安
倍
総
理
が
未
来
会
議
で
こ
れ
ま
で
の
介
護
は

「
お
世
話
す
る
事
が
中
心｣

と
決
め
つ
け
、
介
護

が
要
ら
な
い
状
態
＝
自
立
支
援
に
軸
足
を
置
く
と

し
て
、
介
護
保
険
の
転
換
を
求
め
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。
介
護
と
は
、
一
人
ひ
と
り
違
う
条

件
の
下
で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

尊
重
し
て
支
援
す
る
べ
き
も
の
で
す
。
本
来
の
自

立
と
は
、
公
的
制
度
・
支
援
を
使
い
尊
厳
を
持
っ

て
生
き
る
こ
と
で
す
。
個
別
性
が
高
い
介
護
に
、

画
一
的
自
立
の
押
し
付
け
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

総
合
事
業
で
は
要
支
援
者
が
利
用
す
る
、
訪
問
・

通
所
介
護
は
保
険
給
付
で
な
く
、
現
行
相
当
サ
ー

ビ
ス
を
自
治
体
の
裁
量
で
実
施
と
な
り
、
今
ま
で

通
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
、
担
い
手
確

保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
自
治
体
は
現
場
で
す
、

事
業
者
や
利
用
者
の
声
が
反
映
で
き
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
す
。

反  

対

日
本
共
産
党　

折
田
眞
知
子

特
別
会
計

予

算

討

論

特
別
会
計

予算決算常任委員会の様子
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8人の議員

新
年
度
の
教
育
行
政
に
つ

い
て

質　

若
者
・
子
ど
も
の
悩

み
を
広
く
受
け
止
め
る
為

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
相
談
窓
口
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

指
導
室
長　

新
年
度
は
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る

教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
る

為
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相

談
体
制
も
研
究
し
て
い
く
。

質　

質
の
高
い
教
育
環
境

を
整
え
る
為
に
も
、「
学

校
の
働
き
方
改
革
」
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

指
導
室
長　

新
年
度
は
校

長
会
を
働
き
方
改
革
推
進

委
員
会
と
位
置
付
け
、
町

立
学
校
の
状
況
に
即
し
た

実
施
計
画
を
作
成
し
て
い

き
た
い
。

質　

実
施
計
画
を
行
う
本

宿
小
学
校
の
大
規
模
改
修

計
画
の
概
要
を
伺
う
。

課
長　

改
修
の
範
囲
は
、

床
・
壁
・
天
井
の
内
装
・

給
排
水
設
備
・
暖
房
設
備

等
の
機
械
設
備
・
照
明
器

具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
電

気
設
備
等
の
現
状
を
調
査

し
、
改
修
事
項
を
検
討
し

て
い
る
。
新
年
度
は
実
施

計
画
を
行
う
が
、
そ
の
後

三
カ
年
の
工
事
期
間
を
計

画
し
て
い
る
。

「
東
京
く
ら
し
防
災
」
に
つ

い
て

質　

平
成
30
年
３
月
１
日

に
発
行
さ
れ
た
女
性
の
視

点
を
生
か
し
た
冊
子
「
東

京
く
ら
し
防
災
」
の
活
用

方
法
を
伺
う
。

課
長　

配
布
場
所
は
、
庁

舎
を
初
め
、
や
ま
び
こ

ホ
ー
ル
、
ひ
の
で
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
な
ど
町
内
十
一

カ
所
と
郵
便
局
や
イ
オ
ン

な
ど
民
間
事
業
者
の
協
力

を
い
た
だ
き
設
置
し
て
い

る
。
今
後
、
女
性
の
防
災

へ
の
参
画
を
促
す
事
や
防

災
訓
練
や
研
修
会
な
ど
に

広
く
活
用
し
て
頂
け
る
よ

う
に
働
き
か
け
を
行
い
た

い
。

東京都編集・発行の「東京くらし防災」

縄な
わ

井い 

貴き

よ

こ

代
子

一般質問

町政を問う
要 旨
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地
域
公
共
交
通
を
問
う

質　

今
後
の
検
討
予
定
は
。

町
長　

現
状
の
交
通
機
関

の
利
用
状
況
や
問
題
点
を

整
理
し
、
事
業
者
や
関
係

部
署
の
有
識
者
か
ら
な
る

会
議
で
協
議
し
て
日
の
出

町
地
域
公
共
交
通
計
画
を

策
定
し
た
。

課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

取
り
調
査
を
も
と
に
ニ
ー

ズ
や
利
用
実
態
を
把
握
し

課
題
を
抽
出
し
て
地
域
公

共
交
通
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
た
。
町
内
循
環
バ

ス
「
ぐ
る
り
～
ん
日
の
出

号
」
の
見
直
し
の
必
要
性

が
あ
る
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
基
本
理
念
と
し
て
、

町
民
の
生
活
環
境
の
向
上

及
び
全
て
の
町
民
と
観
光

客
が
町
内
を
移
動
し
や
す

い
地
域
公
共
交
通
整
備
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
、
町

内
の
移
動
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
公
共
交
通
利
用
環
境

の
形
成
や
地
域
の
実
情
に

即
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
の
確

立
を
目
指
し
て
、
平
成
30

年
度
に
運
行
経
路
や
運
行

時
刻
な
ど
具
体
的
な
運
行

形
態
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
問
う

質
問　

西
多
摩
広
域
行
政

圏
内
で
の
取
り
組
み
経
過

は
。

課
長　

次
の
３
事
業
を
西

多
摩
地
域
全
体
の
取
組
み

と
し
て
実
施
す
る
。
西
多

摩
医
師
会
と
共
催
で
医
療

介
護
従
事
者
向
け
連
携

促
進
の
た
め
の
研
修
を
行

う
。
ま
た
在
宅
医
療
や
み

と
り
な
ど
地
域
住
民
へ
の

普
及
啓
発
の
講
演
会
を
開

催
す
る
。
そ
し
て
在
宅
医

療
介
護
支
援
の
解
説
や
８

市
町
村
の
医
療
介
護
施
設

リ
ス
ト
等
地
域
の
医
療
介

護
支
援
の
情
報
を
広
く
発

信
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
。
町
負
担
金
は

45
万
６
０
０
０
円
で
あ
る
。

児
童
の
予
防
接
種
の
改
善

に
つ
い
て
問
う

質　

予
防
接
種
を
集
団
接

種
か
ら
個
別
接
種
に
変
更

し
た
が
、
そ
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

一
月
末
ま
で
に
、

２
４
１
３
本
（
84
％
）
が

接
種
さ
れ
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
で
あ
る
。
経
費
は
約

２
５
０
万
円
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
。
集
団
接
種
と

し
て
残
っ
て
い
る
４
種
類

に
つ
い
て
は
、
接
種
日
を

変
え
る
な
ど
で
間
違
い
の

発
生
を
な
く
し
て
い
る
。

質　

保
健
業
務
の
仕
事
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
か
伺
う
。

課
長　

母
子
手
帳
交
付
時

の
面
接
、
新
生
児
訪
問
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

等
の
業
務
に
注
力
し
て
い

る
。

国
民
健
康
保
険
の
管
理
が

東
京
都
へ
変
更
に
な
り
新

税
率
が
実
施
さ
れ
る
が
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
問
う

質　

新
た
な
方
式
が
採
用

さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

課
長　

東
京
都
へ

の
納
付
金
が
約

６
億
円
掛
か
る
こ

と
に
な
り
、
初
年

度
か
ら
全
額
を
国

保
税
で
徴
収
す
る

と
大
幅
ア
ッ
プ
と

な
る
。
都
か
ら
激

変
緩
和
措
置
で

５
０
０
０
万
円
補

助
を
受
け
て
い
る

が
、
当
面
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
金
を
充
当
し
、

日
の
出
町
で
は
初

年
度
は
平
均
約

４
％
の
税
率
ア
ッ
プ
と
な

る
。
赤
字
額
の
縮
小
努
力

を
継
続
し
て
行
く
こ
と
に

な
る
。

質　

赤
字
額
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
の
課
題
は
何
か
。

課
長　

医
療
費
の
増
加
が

最
大
問
題
で
あ
る
。
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
推
進
を

図
り
、
大
幅
な
医
療
費
の

低
減
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

地域公共交通計画書

小
こ

玉
だま

 正
まさ

義
よし

田た

村む
ら 

みみ

ささ

子こ
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太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に

つ
い
て

質　

建
設
が
進
む
太
陽
光

発
電
施
設
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

課
長　

工
事
は
、
昨
年
の

11
月
よ
り
始
ま
っ
て
お
り

3
月
末
ま
で
の
工
期
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

二
度
の
降
雪
の
関
係
で
工

事
に
遅
れ
が
出
て
お
り
、

5
月
末
日
ま
で
の
予
定
に

変
更
と
な
っ
た
。
現
在
、

工
事
は
法
面
を
安
定
さ
せ

る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
設

置
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

質　

地
元
自
治
会
と
の
状

況
に
つ
い
て
は
。

課
長　

土
地
所
有
者
、
施

工
業
者
に
よ
る
地
元
説
明

会
が
本
年
1
月
20
日
に
開

催
さ
れ
、
工
事
内
容
や
今

後
締
結
す
る
予
定
の
協
定

書
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

町
で
は
地
元
自
治
会
と
情

報
共
有
し
、
安
全
・
安
心

が
守
ら
れ
る
よ
う
工
事
の

確
認
や
豪
雨
時
等
に
お
け

る
巡
回
を
行
う
。
ま
た
、

万
が
一
、
土
砂
崩
れ
等
が

発
生
し
た
時
は
土
地
所
有

者
、
施
工
業
者
へ
の
連
絡

や
緊
急
対
処
依
頼
も
行

い
、
許
可
権
者
の
東
京
都

多
摩
環
境
事
務
所
へ
の
報

告
及
び
原
状
回
復
や
改
善

依
頼
等
の
対
応
を
行
う
。

質　

町
の
太
陽
光
発
電
施

設
の
設
置
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
は
。

課
長　

国
交
省
に
よ
る

と
、
太
陽
光
発
電
施
設
は

建
築
基
準
法
の
建
築
物
で

は
な
く
、
都
で
は
建
築
を

目
的
と
し
た
開
発
行
為
に

当
た
ら
な
い
と
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、
他
市
町
村
の

事
例
を
踏
ま
え
研
究
し
、

町
民
が
不
安
を
抱
か
れ
る

よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
は

関
係
各
課
連
携
し
、
都
所

管
課
等
に
相
談
、
確
認
し

て
い
く
。

補
助
道
第
３
号
線
道
路
に

つ
い
て

質　

補
修
計
画
を
伺
う
。

町
長　

補
助
道
第
３
号
線

は
、
本
宿
小
の
北
側
を
起

点
と
し
、
協
同
乳
業
の
西

側
が
終
点
。
舗
装
の
打
換

工
事
を
す
る
区
間
は
、
藤

谷
街
道
交
差
点
よ
り
終
点

ま
で
と
、
欠
上
公
園
か
ら

永
田
橋
通
り
ま
で
の
路
線
。

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
拡

幅
整
備
さ
れ
、
10
年
以
上

を
経
過
し
て
い
る
。
住
宅

増
加
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

利
用
者
、
保
育
園
の
開
園

に
よ
り
交
通
量
も
増
加
し
、

舗
装
に
ひ
び
割
れ
が
多
く

見
ら
れ
る
た
め
、
東
京
都

市
町
村
土
木
補
助
事
業
を

活
用
し
、
31
年
度
よ
り
舗

装
工
事
を
行
う
予
定
。

質　

交
通
量
調
査
の
実
施

を
伺
う
。

課
長　

現
在
発
注
し
て
い

る
設
計
委
託
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
。

質　

舗
装
構
造
に
つ
い
て
は
。

課
長　

交
通
量
調
査
結
果

を
基
に
、
向
こ
う
10
年
間
の

交
通
量
を
推
定
し
、�

設
計
交
通
量
を
決

定
、
路
床
の
支
持
力

と
舗
装
に
加
わ
る

外
力
と
し
て
の
交
通�

荷
重
を
主
な
要
因

と
し
、
構
造
設
計
を

行
う
。
設
計
委
託
の

報
告
書
に
基
づ
き

舗
装
構
造
を
決
定

す
る
。

自
治
会
館
の
耐
震

補
強
工
事
に
つ
い
て

質　

工
法
に
つ
い

て
は
。

課
長　

必
要
な
箇

所
の
柱
、
土
台
、
梁

の
接
合
部
の
金
物
補
強
と

構
造
用
合
板
厚
9
ｍ
ｍ
を
、

柱
と
土
台
・
梁
の
間
の
面

に
釘
打
ち
設
置
す
る
。
補

強
を
行
う
壁
に
つ
い
て
は
、

真
壁
か
ら
大
壁
に
、
全
て

の
梁
に
火
打
梁
補
強
と
い

う
水
平
方
向
に
強
さ
が
増

し
歪
み
に
強
く
な
る
補
強

を
行
う
。

質　
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
。

課
長　

約
２
ヵ
月
間
く
ら

い
の
予
定
で
、
自
治
会
の

行
事
等
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
行
く
。

太陽光発電施設設置工事の状況

欠上公園付近の補助道第3号線

村
むら

木
き

 　 満
みつる

平ひ
ら

野の 

隆た
か

史し
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空
き
家
対
策
の
推
進
に
関

し
て
問
う

質　

町
内
の
空
き
家
実
態

状
況
を
伺
う
。

課
長　

空
き
家
１
５
０
件

中
１
３
０
件
に
対
し
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
76
件

58
％
の
回
答
を
得
た
。
こ

れ
を
受
け
て
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
。

質　

空
き
家
の
有
効
活
用

推
進
を
伺
う
。

課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
踏
ま
え
、
所
有
者
の
売

却
、
賃
貸
希
望
、
地
域
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
な
ど

あ
り
、
不
動
産
協
会
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

質　

空
き
家
の
発
生
抑
制

の
対
策
を
伺
う
。

課
長　

所
有
者
の
方
に

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
つ
い
て
」
の
通
知
に
写

真
を
同
封
し
て
注
意
喚
起

を
促
し
て
い
る
。

質　

空
き
家
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
体
制
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

課
長　

東
京
都
が
都
民
向

け
に
開
設
し
て
い
る
空
き

家
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

対
応
し
て
い
る
。

更
な
る
多
様
な
子
育
て
支

援
の
充
実
を
問
う

質　

新
年
度
の
保
育
園
待

機
児
童
の
状
況
を
伺
う
。

課
長　

新
規
申
込
数
１
０�

９
人
、
継
続
児
童
数
４
４�

５
人
、
５
５
４
人
だ
が
、

申
し
込
み
児
童
数
の
隔
た

り
に
よ
り
入
所
保
留
者
は

６
人
と
な
る
。

質　
「
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
日
の
出
町
版
ネ

ウ
ボ
ラ
）
助
言
の
場
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
育
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
拠
点
整
備
が
急
が
れ
る

が
方
策
を
伺
う
。

町
長　

設
置
場
所
の
選
定

や
人
員
配
置
、
機
構
再
編

等
課
題
が
あ
る
が
、
他
市

町
村
の
事
例
を
参
考
に
前

向
き
に
一
生
懸
命
取
り
組

み
た
い
と
思
う
。

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ

い
て
問
う

質　

運
営
の
方
法
は
。

町
長　

実
施
主
体
は
あ
き

る
野
市
、
業
務
委
託
を
阿

伎
留
病
院
企
業
団
に
、
町

と
桧
原
村
は
あ
き
る
野
市

と
協
定
を
結
び
負
担
金
を

支
出
す
る
。

質　

利
用
対
象
の
範
囲
は
。

課
長　

３
市
町
村
の
い
ず

れ
か
に
住
所
を
有
し
、
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
な
生

後
６
ヶ
月
か
ら
９
歳
ま
で

の
児
童
で
、
利
用
定
員
は

一
日
６
人
ま
で
。

質　

利
用
方
法
は
。

課
長　

事
前
登
録
制
で
主

治
医
か
ら
の
連
絡
票
や
弁

当
、
着
替
え
な
ど
持
参
し

て
い
た
だ
く
。
利
用
は
日

額
2
０
０
０
円
。
医
師
は

随
時
巡
回
し
、
看
護
士
１

人
と
保
育
士
２
人
を
常
時

配
置
す
る
。

質　

町
の
負
担
金
は
。

課
長　

試
算
で
は
町
の
利

用
者
数
を
１
５
０
名
と
し

て
、
２
３
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

生
産
緑
地
法
の
改
正
と
町

の
対
応
を
問
う

質　

主
な
改
正
内

容
は
。

課
長　

面
積
用
件

を
３
０
０
㎡
ま
で
引

き
下
げ
る
こ
と
や
、

生
産
緑
地
内
に
加

工
施
設
や
直
売
所
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

の
設
置
も
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
30

年
経
過
後
に
10
年

延
長
で
き
る
特
定

生
産
緑
地
の
指
定

が
可
能
と
な
っ
た
。

質　

町
の
取
り
組

み
は
。

課
長　

農
業
委
員
会
等
の

ご
意
見
や
他
市
町
村
の
動

向
を
注
視
し
、
町
の
地
理

的
特
性
に
適
し
た
都
市
農

業
の
振
興
を
踏
ま
え
た
、

都
市
環
境
の
形
成
を
図
る

た
め
研
究
し
た
い
。

質　

課
題
と
な
る
点
は
。

課
長　

町
全
体
の
13
％
に

あ
た
る
市
街
化
区
域
に
つ

い
て
は
宅
地
化
を
図
る
区

域
で
あ
り
、
そ
の
中
で
指

定
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い

え
、
期
限
等
の
縛
り
が
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
申
し
出

が
あ
る
か
疑
問
も
あ
る
。

秋川流域病児・病後児保育室「ぬくもり」

折
おり

田
た

 眞
ま ち こ

知 子

嘉か

倉く
ら 　

治お
さ
む



一
般
質
問
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地
域
振
興
費
に
つ
い
て

質　

現
在
の
契
約
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

課
長　

平
成
22
年
3
月
31

日
に
東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
と
締
結
さ
れ
た

日
の
出
町
に
存
す
る
廃
棄

物
広
域
処
分
場
等
の
管

理
・
運
営
に
係
る
日
の
出

町
に
対
す
る
地
域
振
興
事

業
に
関
す
る
協
定
書
の
中

で
、
22
年
度
か
ら
31
年
度

ま
で
、
年
度
あ
た
り
10
億

円
と
さ
れ
て
い
る
。

質　

地
域
振
興
費
は
、
ご

み
の
搬
入
量
に
よ
っ
て
積

算
さ
れ
る
の
か
。

課
長　

覚
書
の
中
で
、
実

際
の
量
と
か
単
価
を
修
正

し
な
が
ら
、
別
表
に
定
め

る
協
定
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
は
２
つ

の
施
設
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
重
視
し
た
考
え
方

が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

質　

次
の
契
約
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
い
る
の
か
。

課
長　

現
時
点
で
は
正
式

に
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

30
年
度
中
に
は
正
式
な
交

渉
を
開
始
し
て
い

く
。
交
渉
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
頂
き
、

全
町
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

質　

現
行
の
地
域
振

興
費
を
継
続
で
き
る

の
か
。

課
長　

今
後
の
交
渉

で
は
、
構
成
市
町
村

そ
れ
ぞ
れ
財
政
状
況

も
厳
し
い
と
推
察
す

る
が
、
こ
の
地
域
振

興
費
は
極
め
て
重
要

な
財
源
で
あ
り
、
及

ぼ
す
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
交
渉

に
際
し
、
あ
く
ま
で
も
内

容
に
お
い
て
変
わ
る
要
素

は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状

維
持
を
強
く
要
望
し
て
い

く
。

町
長　

ご
み
を
受
け
入
れ

た
原
点
に
戻
り
、
26
市
町

と
積
極
的
に
話
し
合
い
、

議
会
と
一
体
と
な
り
交
渉

し
て
い
く
。

　会議録とは、議会の活動経過を開会から閉
会まで詳しく記録した公文書です。
　知りたい情報を広く的確に調べることがで
きますので、積極的にご活用ください。

日の出町議会情報には「議会開催日程・内容・
議会だより」等も掲載しています。

本会議の会議録を
インターネット公開しています。

町のホームページ 
（www.town.hinode.tokyo.jp）

↓
町議会

↓
会議録

↓
会議録検索システム

アクセス方法

請願・陳情は！
　6 月の定例会では、5月 18 日までに受理
したものについて審議します。それ以降の受
付の場合は、次回定例会で審議することにな
ります。

　平成 28年 9月 20日より、日の出町議会
請願及び陳情取扱要綱が制定されました。

○　件名は、おおむね 50字以内、趣旨、及
び理由は合わせておおむね 1,500 字以
内としてください。

○　郵送された陳情書は、要望書扱いとなり
ますので、必ず陳情者が持参してくださ
い。（開庁時にご来庁願います。）

○　その他、詳しいことは議会ホームページの、
日の出町議会請願及び陳情取扱要綱また
は議会事務局まで問い合わせください。

加
か

藤
とう

 光
みつ

德
のり
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番号 議　　案　　名 明 自 公 町 共 新 結　果

25 �平成 29年度日の出町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

26 日の出町町税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

27 日の出町都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

28 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

※ 議案第 25号から第 28号までは「専決処分の承認を求めることについて」
※ 議会運営委員会において、青鹿委員の後任として村木満議員が委員に選任されました。

○…賛成　×…反対

　平成 30年 4月 19日に開催された臨時会は、町長所信表明終了後、新人議員の所属常任委員会委員の選
任等や専決処分議案が提出され、全会一致で承認となりました。提出された議案は以下のとおりです。

平成30年第１回臨時会を開催!!

議会に関する概要を説明

４月３日に新人議員の研修会を実施

平成30年３月25日執行　日の出町議会議員補欠選挙
において、新しく日の出町議会議員になりました。

氏　名　萩
はぎ
 原
わら
  隆
たか
 旦
あき
（71歳）

所属党派　無所属
所属会派　明政会
所属常任委員会�
　・予算決算常任委員会�
　・総務まちづくり常任委員会
住　所�
　日の出町平井2196-479
電　話　042-597-2795

新 人 議 員 紹 介日 月 火 水 木 金 土
5/20 21 22 23 24 25 26

議会運営
委員会

27 28 29 30 31 6/1 2

本会議
（議案審議）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

総務
まちづくり
常任委員会

厚生文教
常任委員会

10 11 12 13 14 15 16

議会運営
委員会

本会議
（議案審議）

6月定例会日程（予定）

午前10時開会　議会を傍聴しましょう
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再生紙を使用しています。

新緑のまぶしい今日この頃です。春は、別れと新たな出
会いの季節でもあります。皆様、いかがお過ごしでしょうか。
3月定例会は、30年度当初予算を審議する大切な定例
会でしたが、予算も賛成多数で可決されました。
今後も、引き続き議会だよりのご愛読、ご意見のほどよ

ろしくお願いいたします。
編集委員　村木　満

議会だより編集委員
村木　　満　　 清水　　浩　　 青鹿　和男
縄井　貴代子　 平野　隆史　　 折田　眞知子
		     （編集委員長）

日の出町議会事務局
☎（５ ９ ７）０ ５ １ １　内線 ３ ６ ３

２月９日に、第 40 回西多摩郡町村議会議員大会
が瑞穂ビューパーク・スカイホールで開催され、意
見発表が行われました。

発表者　青鹿　和男 議員
演　題　進む「人口減少」とまちづくり

☆　各町村の意見発表議員と演題

○檜原村　　峰岸　　茂 議員
　演　題　　「郷土芸能と地域の絆」
 
○瑞穂町　　下野　義子 議員
　演　題　　「共生社会を目指して」

○奥多摩町　宮野　　亨 議員
　演　題　　「高齢社会を楽しく迎えるために」

４月７日、桜まつり会場にて秋川流域
がん対策推進議員連盟による広報活動
が行われました。

西多摩郡町村議会議員大会


